


























































本体8PARCstation 20 Model H814、メインメモリ 128MB、ハードディスク 8GB、ソフトウェアは
08が 8un80ft日本語 801aris2.5.1、言語処理に FUJIT8U Fortran90と8PARCwor ks Professional 
Fortran version 3.0.1 (FORTRAN77準拠)。提供いただいたソースファイルは次のような形式であっ
た。 (1)一個のファイルに複数個のサブルーチンが含まれている。 (2)73から 80桁の部分に行番号が付





追加。 (2)定数の E形式を D形式に変更。 (3)定数の指数部の4 およびー7をー16に変更。 (4)組込み
関数と外部関数を倍精度関数に変更。 (5)call文のサブルーチン名を倍精度用サブルーチンに変更。
これらのソースプログラム群を Fortran90(コマンド名 frt)とFORTRAN77(コマンド名f77)でコ
ンパイルしてオブジェクトモデユール(ファイル名:サブルーチン名.0)を作成した。 Fortran90によ
るコンパイルの際に一つのスレーブサプル}チンで一件の iレベルエラーメッセージ(警告)が表示
されたが、ほかには特に問題は生じなかった。作成したオブジェクトモデュール群をコンパイラ別に
ディレクトリに集め、システムライブラリとしてインストールした。 NUMPACへの移行後約半年を
経ょうとしているが、今のところユーザからのクレイムは出ていない。
4 まとめ
88L2から NUMPACへの移行に伴う計算精度の劣化や各教官所有のプログラム修正時のトラブル
が懸念されたが、 NUMPACは 88L2と親和性が高く移行は思いのほかスムーズであった。ただ長時
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円。
聞の計算をほかの計算機でやらせようと思うと、長大センターの主機には NUMPACが入っていない
ため九大に送らざるを得ない。センターにも NUMPACが入ればなーと考えている O
最後になったが、 NUMPAC導入に際し貴重な週末の時間を割いていただいた秦野やす世先生はじ
め、情報をお教えいただいた方々のご厚意に感謝の意を表したい。また、本稿に関しより詳細な情報
が必要な方は阪上までご連絡賜りたい。
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